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（専門ゼミナール及び上級科目(B 群)の履修条件） 

３年次に「専門ゼミナール A・B」及び上級科目（B群）を履修するためには、2年次終了までに基礎科目

の以下の単位数を修得していなければなりません。 

 

基礎科目（A群）：16単位 ・ 基礎科目（B群）：8単位  まだ満たしていない場合は、計画的に履修しましょう。 

 

（上級科目(A群)の履修条件） 

３年次に上級科目(A 群)を履修するためには、基礎科目(A 群)の必修科目の単位をすべて修得してい

なければなりません。 

英語コミュニケーション専攻２年生の履修について 
 

２年生の履修について説明します。確認のうえ履修登録をしてください。 
 

目次 

１．科目区分と卒業に必要な単位数 

２．履修のルールについて 

３．それぞれの科目区分の履修について 

 

１．科目区分と卒業に必要な単位数 

外国語学部を卒業するためには、次の表に示すとおり、各科目区分の修得必要単位数を充たし、合計

124 単位以上の単位を修得することが必要です。 

 

【表】 修得必要単位数 

 

 

 

 

 

 

 

科目区分等 英語コミュニケー

ション 

現時点での 

修得済み単位数 大区分 中区分 

専攻専門科目 

基礎科目（A 群） 32  

基礎科目（B 群） 16  

上級科目（A 群） 4  

上級科目（B 群） 26  

（小計） 78  

卒業研究科目 8  

共通科目 

外国語科目 4  

スタートアップセミナー 2  

データサイエンス科目 4  

道徳科目 4  

キャリア科目 4  

自由選択科目 20  

 合 計 124  

２年生では、基礎

科目（A群）、基礎

科目（B群）、外国

語科目、データサ

イエンス科目、道

徳科目、キャリア

科目、自由選択科

目を中心に学習

します。 

上級科目（A群・

B群）、卒業研究

科目は 3年次か

ら学びます。 

成績を確認し、自分の修得単位数を記入しましょう。 

1 年次の必修科目が未修得の場合は、再履修が必要です。 
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２．履修のルールについて 

（１）各セメスターに履修登録できる単位数 

各セメスターに上限 24 単位まで履修登録することができます。集中講義科目や検定による単位認定で

修得した単位は上限には含まれません。 
 

（2）順次履修 

基礎科目（A 群）の必修科目や外国語科目は、順次履修といって、初級レベルのⅠから順に履修しなければ

ならないというルールがあります。例えば、外国語科目でドイツ語を選択した学生はドイツ語Ⅰ、ドイツ語Ⅱ、

ドイツ語Ⅲというように段階的に履修します。原則、Ⅰの単位修得（成績評価がＳ～Ｃである）ができなけれ

ば、Ⅱを履修することはできません。Ⅱ以降も同様です。 

 

（3）仮進級 

順次履修には仮進級という救済制度があり、成績評価がＤの場合に限り、次の段階の履修を認めていま

す。例えばⅠの成績がＤの場合、仮進級で翌セメスターにⅡを履修することができます。仮進級後、Ⅱの単位

を修得できれば、さかのぼってⅠの単位も認定されます（これを「追認」といいます）。 仮進級後、Ⅱの単位

修得に失敗した場合は、Ⅰ・Ⅱともに単位は認定されず、Ⅰを再履修します。 

 

（４）クラス分けに関わる TOEICスコアシート等の提出期限について 

基礎科目（A 群）、上級科目（A 群）の必修科目は、これまでに取得した TOEIC の最高点をもとにクラス分

けを行います。個人で公開テストを受験した場合は、スコアシートの原本を期日までに教務・国際交流課窓口

に提出してください。期日を超えた提出は一切認められません。なお、学内で受験した TOEIC IP は大学で

スコアを把握しているため提出は不要です。詳細は教務・国際交流課サイトで確認してください。 

 

学年 クラス分けが実施されるセメスター 提出期限 

２年生 
春セメスター 

※秋セメスターは、春セメスターと同じクラスになります 前年度２月末日 

３年生 
春セメスター 

秋セメスター ７月末日 

 

３．それぞれの科目区分の履修について 

 
用語の説明 

区分・・・必修と記載されている科目は、必ず単位を修得しなければなりません。 

単位数・・・修得できる単位数です。1 単位の科目、2 単位の科目、４単位の科目があります。 

コマ数・・・1 週間あたりの授業の回数です。週「1」の科目は週 1 回、「2」の科目は週に 2 回授業を受けます。 

 
（１）専攻専門科目 

１・２年次では、基礎科目（Ａ群）、基礎科目（Ｂ群）を履修します。 

基礎科目（Ａ群・Ｂ群）は、3 年次に進級する際に所定の単位を修得している必要がありますので、しっかり

取り組み、計画的に単位を修得してください。 

  

3年次に「専門ゼミナール A・B」及び上級科目（B群）を履修するためには、基礎科目の以下の単位数

を修得していなければなりません。 

基礎科目（A群）：16単位、基礎科目（B群）：8単位 
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①基礎科目（Ａ群） 

１・２年次で合計 32 単位を取得します。各セメスターに 3 科目（8 単位）の必修科目があります。必修科目

は順次履修です。２年次の春セメスターに基礎科目（Ａ群）Ⅲ、秋セメスターに基礎科目（Ａ群）Ⅳを履修しま

す。 

基礎科目（Ａ群）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳは、各セメスターの必修３科目で総合的に合格した場合に単位が認定されま

す（これを「一括認定」と言います）。 

必修科目はクラス分けがあります。クラス分けは教務・国際交流課サイトで発表されますので、確認のうえ

履修登録をしてください。秋セメスターは、春セメスターと同じクラスになります。 

 

２年次 春セメスター 

科目名 区分 単位数 コマ数 備考 

Discussion on Culture & Society Ⅲ 必修 4 2 
順次履修 

一括認定 
English for Communication Ⅲ 必修 2 2 

Reading and Writing Workshop Ⅲ 必修 ２ 2 

Top Level English Ａ～D 選択 1 1 ※1 

英語フォローアップセミナーA 選択 1 1 ※1 

 

２年次 秋セメスター 

科目名 区分 単位数 コマ数 備考 

Discussion on Culture & Society Ⅳ 必修 4 2 
順次履修 

一括認定 
English for Communication Ⅳ 必修 2 2 

Reading and Writing Workshop Ⅳ 必修 ２ 2 

Top Level English Ａ～D 選択 1 1 ※1 

英語フォローアップセミナーA/Ｂ 選択 1 1 ※1 

※1 区分が「選択」の科目は、希望する場合のみ履修する科目です。Top Level English Ａ～D 

は TOEIC スコア等での選抜があります（シラバスを要確認）。 

 

②基礎科目（Ｂ群） 

１・２年次で合計 16 単位を修得します。2 年次で履修できるのは、配当年次が「1」と「2」の科目です。 

授業科目名に「A・B」等のアルファベットを含むものは、原則アルファベットの順によらず履修できます。 

 

科目名 単位数 配当年次 コマ数 備考 

コミュニケーション入門Ａ・B 各２ 1 1  

英語に関する基礎知識Ａ・B・Ｃ 各２ 1 1 B・Ｃは隔年開講 

Western Thought & Culture A・B 各２ 1 1  

Introduction to Hospitality Ⅰ・Ⅱ 各２ 1 1 順次履修 

Introduction to UN Studies 2 1 1  

3年次に上級科目(A群)を履修するためには、基礎科目(A群)の必修科目の単位をすべて修得して

いなければなりません。ただし、基礎科目（Ａ群）Ⅳの成績評価がＤの場合に限って、規程第９条に従い、

仮進級による上級科目(A 群)の履修が認められます。 
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コミュニケーション概説Ａ・B 各２ ２ 1  

英語の発想と論理Ａ・B・C 各２ 2 1 B・Ｃは隔年開講 

英語科教育法Ⅰ 2 2 1  

Advanced Hospitality StudiesⅠ・Ⅱ 各２ 2 1 順次履修 

Advanced UN Studies 2 2 1  

Community Engagement Program A・B 各２ 2 - ※1 

海外留学基礎研究Ａ～F 各２ 2 - ※2 

※1 Community Engagement Program A・B は、南イリノイ大学 CESL のプログラムを受講した際

に単位が認定される科目です。 

※2 海外留学基礎研究Ａ～F は、留学による単位互換用の科目です。 

 

（２）共通科目 

各科目区分の決められた単位数を充たすように、履修してください。3 年次から履修できる科目もありま

す。3 年次から履修できる科目は履修案内の科目一覧を確認してください。 

各科目区分で余分に修得した単位は、「自由選択科目」としてカウントされます。 

 

①外国語科目 

修得必要単位数 4 単位は同一言語で満たします。履修する言語は英語以外の言語とします。 

１年次に単位を修得していない場合は、２年次に○○語Ⅰ・Ⅱの履修をしてください。 

1 年次に修得必要単位数 4 単位を修得している場合、Ⅲ、Ⅳは必修ではありませんが、各自の履修計画に

あわせて履修してください。また、留学プログラムによっては、留学前に「〇〇語ⅢまたはⅣ」を修了している

ことが条件となる場合があります。 
 

科目名 単位数 配当年次 コマ数 備考 

中国語Ⅲ・Ⅳ 各２ ２ ２ 順次履修 

韓国語Ⅲ・Ⅳ 各２ ２ ２ 順次履修 

ドイツ語Ⅲ・Ⅳ 各２ ２ ２ 順次履修 

1 年次で選択した言語以外の○○語Ⅰ・Ⅱ 各２ 1 ２ 順次履修 

外国語科目には、上記科目以外にも外国語科目を本格的に習得したい人のために設けられた特別クラス

（〇〇語特別演習）や、夏セッション、春セッションに短期留学（海外語学研修）もあります。 

 

②スタートアップセミナー 

１年次に単位を修得していない場合は再履修が必要です。 
 

科目名 区分 単位数 配当年次 コマ数 備考 

スタートアップセミナー 必修 2 1 集中講義 １年次に修得済み 

 

③データサイエンス 

必修科目「情報リテラシー」（2 単位）と、それ以外を合わせて 4 単位履修します。必修科目「情報リテラシ

ー」は、１年次に単位を修得していない場合は再履修が必要です。 
 

科目名 区分 単位数 配当年次 コマ数 備考 

情報リテラシー 必修 2 1 1  
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AI ビジネス入門  2 1 1  

統計学入門  2 1 1  

PC 実務演習  2 1 1  

情報技術活用  2 1 1  

マルチメディア活用  2 2 1  

Web オーサリング  2 2 1  

データ解析の基礎  2 2 1  

 

④道徳科目 

必修科目を履修します。 
 

科目名 区分 単位数 配当年次 コマ数 備考 

道徳科学 A・B 必修 各 2 2 1  

 

⑤キャリア科目 

卒業までに、4 単位を修得します。３年次から履修できる科目もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）自由選択科目 
卒業までに、合計 20 単位を修得します。 

共通科目の教養科目や他専攻・他学部の科目を履修した場合は、「自由選択科目」の単位としてカウントさ

れます。また、各科目区分で余分に修得した単位も、「自由選択科目」の単位になります。 

 

履修登録で必ず使うサイトリンク集 

下記のページをブックマークしておくことをお勧めします。（麗澤メールアカウントでログインが必要） 

 

 

 

 

以上 

 

科目名 単位数 配当年次 コマ数 備考 

麗澤スピリットとキャリア 2 1 1  

キャリア形成入門 2 2 1  

グローバルキャリア研究 2 2 1  

基礎・学際演習 A・B 各２ 2 1  

インターンシップ A・B 各１ 2 - 単位認定 

教務・国際交流課サイト＞オリエンテーション・履修登録＞履修登録で必ず使うサイトリンク集 

 

https://sites.google.com/mz.reitaku-u.ac.jp/kyoumu-kokusai/%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E5%B1%A5%E4%BF%AE%E7%99%BB%E9%8C%B2/%E5%B1%A5%E4%BF%AE%E7%99%BB%E9%8C%B2%E3%81%A7%E5%BF%85%E3%81%9A%E4%BD%BF%E3%81%86%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF%E9%9B%86

